
 
 

 

 

 

令和６年度 

令和の里海づくりモデル事業実施報告書 

 

（森川里海を一体として捉えた藻場再生と 

里海教育の充実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 2 月 

 

おおつき里海づくり協議会  



 
 

目  次 

1. 事 業 の 概 要………………………………………………………………………………………1 

1.1 事 業 名………………………………………………………………………………………1 

1.2 事 業 目 的……………………………………………………………………………………1 

1.3 事 業 内 容……………………………………………………………………………………1 

1.4 発 注 機 関……………………………………………………………………………………1  

1.5 請 負 者………………………………………………………………………………………1 

1.6 事 業 実 施 期 間………………………………………………………………………………1 

2. 令和 6 年度モデル事業の取組内容及び成果…………………………………………………2 

2.1 藻 場 再 生………………………………………………………………………………… 2 

 2.1.1 目 的…………………………………………………………………………………2 

 2.1.2 実 施 状 況……………………………………………………………………………2 

 2.1.3 結 果…………………………………………………………………………………3 

2.2 里 海 教 育 ・ エ コ ツ ア ー……………………………………………………………………6 

 2.2.1 目 的…………………………………………………………………………………6 

 2.2.2 実 施 状 況……………………………………………………………………………6 

 2.2.3 結 果…………………………………………………………………………………10 

2.3 里 海 カ ン フ ァ レ ン ス………………………………………………………………………10 

 2.3.1 目 的…………………………………………………………………………………10 

 2.3.2 実 施 状 況……………………………………………………………………………10 

 2.3.3 結 果…………………………………………………………………………………11 

3. 今後の課題、取組方針……………………………………………………………………………15 

 3.1 藻 場 再 生 に つ い て……………………………………………………………………15 

 3.2 里海 を 維持 し てい く た め に…………………………………………………………16 

4. 総 括 （ ま と め ）…………………………………………………………………………………16 

 



1 
 

１. 事業概要 

1.1 事業名  

森川里海を一体として捉えた藻場再生と里海教育の充実 

 

1.2 事業目的 

本事業は、環境省事業「令和 6 年度藻場・干潟の保全・再生等と地域資源の利活用による好

循環モデル事業を実施することを目的に、高知県西南端の柏島周辺海域における藻場再生と

里海教育の充実を図るものである。 

 

  1.3 事業内容 

   実施した事業は下記のとおり 

① 藻場再生 

② 里海教育・エコツアー 

 

  1.4 発注機関 

   公益財団法人国際エメックスセンター 

 

  1.5 請負者（実施団体） 

   おおつき里海づくり協議会 

 

  1.6 事業実施期間 

   令和 6 年 5 月 10 日（契約日）から令和 7 年 2 月 14 日まで 
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２. 令和 6年度モデル事業の取組内容及び成果 

 2.1 藻場再生 

2.1.1 目的  

   柏島南岸の「前の浜」（かつて主要なテングサ場であった場所）と柏島北東部対岸「いくさ

水」（山から谷水が流入している場所）の 2 カ所において、テングサ類の藻場を再生するこ

とを目的とする。 

 2.1.2 実施状況  

藻場再生事業実施場所を図 1-1 に、実施状況を表 1 に示す。 

 

調査区は柏島南部に位置する 1.「前の浜」重ねバエ周辺、2.柏島北東部に位置する「いく

さ水」周辺の 2 箇所である。 

前の浜・いくさ水の 2 地点でスキューバを用いて、潜水調査を行った。 

 

 

図 1-1 藻場再生事業実施場所 

 

（1） 前の浜 

「前の浜」重ねバエ周辺は直径 5m以上の大きな岩と、直径 20〜60cm程度の転石帯

であった。5 月の時点では岩の表面は無節石灰藻や糸状藻類などの背丈の短い海藻に

覆われ、カギケノリが岩一面をおおっている箇所も点在していた。また大きな岩盤

に空いた穴にわずかにタワシウニが生息するだけで、その他のムラサキウニ、ツマ

ジロナガウニ、ラッパウニ、ガンガゼ類はほとんど確認できなかった（図 1-2、図 1-

前の浜 

いくさ水 
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3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） いくさ水 

「いくさ水」周辺調査区は水深 1m から 4m ほどで、水面上に達する大きな岩やその

下は直径 60cmから 1.5mの転石帯であった。水面に達する大きな岩の側面にはテング

サ科のマクサが生えており、水深 1m ほどの浅い岩の上には無節石灰藻が繁茂してい

るが、水深 3-4m の転石の上面にはうっすらオバクサが広がっていた。水深の浅い転

石下部にはムラサキウニ、ツマジロナガウニが確認され､少し深くなるとガンガゼが

多く見られた。転石上部にはラッパウニ、シラヒゲウニなども数個体確認された

（図 1-4、図 1-5）。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.3 結果  

（1）「前の浜」は 40mｘ50m の範囲を調査した。重ねバエ周辺の調査区はタワシウニが僅

かに生息しているのみで､ウニによる捕食圧は低いと考えられたのでウニの駆除は行わず、

磯洗いとスポアバッグによる母藻の設置を行った。スポアバッグはマクサの母藻を入れ、

5 月 16 日に 100 個設置した（図 1-6、図 1-7、図 1-8、図 1-9、図 12-10、図 1-11、図 1-

図 1-2前の浜 カギケノリに覆わ

れた岩 （水深 3m） 

図 1-3前の浜 糸状藻類に薄く覆

われた岩（水深 3m） 

図 1-4いくさ水 岩の側面にマク

サが生えている（水深 2m） 

図 1-5いくさ水 無節石灰藻に覆

われ、僅かにオバクサが点在して

いる（水深 1m） 
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12）。 

2025 年 2 月 2 日、磯洗いとスポアバッグの効果を確かめるために潜水調査を行ったとこ

ろ、磯洗いをした箇所の数カ所でテングサ類の芽生えを確認した。これまでのスポアバッ

グのみの設置では確認できなかったが今回確認できたことで、テングサ類の胞子が着生し

生長するための基質を新たに作ることの有効性が示唆された。今後は確認できた箇所を継

続して観察すると同時に、次年度以降も今回の方法でテングサ場の再生を目指していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-6 前の浜調査エリア 

図 1-7 磯洗い（ワイヤーブラシで

付着物を取り除く） 

図 1-8 磯洗いにより付着海藻等を

除去したあと（岩の下の白くなって

いる部分） 
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（2）「いくさ水」ではマクサおよびオバクサ（何れもテングサ類）の自生が見られたので、

スポアバッグ方式はとらず、捕食者であるウニの駆除を行った。5 月と 11 月の 2 回スキュ

ーバによりウニの駆除を行った。5 月のウニ駆除数はムラサキウニ 355 個体、ツマジロナ

ガウニ 122 個体、ガンガゼ 201 個体であった。11 月はムラサキウニ 97 個体、ツマジロナ

ガウニ 25 個体、ガンガゼ 78 個体であった。2 月の潜水調査ではマクサは岩の斜面、オバ

クサは転石の表面に僅かに確認された。 

  

図 1-9 スポアバッグに母藻のマク

サと錘の石を入れたところ 

図 1-10 磯洗い終了後、テングサ

類が生えそうな場所にスポアバッグ

を設置 

図 1-11 2025 年 2 月 テングサ類

の芽生えを確認 

図 1-12 2025 年 2 月 テングサ類

の芽生えを確認 
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表 1 藻場再生活動実施状況 

実施日 実施内容 確認概要 

令和 6 年 5 月 12 日 藻場再生場所状況把握潜

水調査およびウニの駆除 

「いくさ水」（50mx20m）と「前の浜」（50mx40m）

の海藻相調査を行った。 

「いくさ水」では岩の斜面にマクサが、転石上部表

面にオバクサが確認された。 

「前の浜」では岩の表面は無節石灰藻や糸状藻類な

どの背丈の短い海藻に覆われ、カギケノリが岩一面

をおおっている箇所も点在していた。 

「前の浜」にはタワシウニが僅かに生息するだけ

で、その他のムラサキウニ、ツマジロナガウニ、ラ

ッパウニ、ガンガゼ類はほとんど確認できなかった

ので駆除は行わなかった。 

「いくさ水」でウニの駆除を行った（ムラサキウニ

355個体、ツマジロナガウニ122個体、ガンガゼ201

個体）。 

令和 6 年 5 月 13 日

〜14 日 

潜水作業による磯洗い 「前の浜」にて磯洗い（海藻の付着基盤となる岩の

表面をワイヤーブラシでこすり、付着している他の

藻類等を取り除く）を行った。 

令和 6 年 5 月 15 日 潜水作業でマクサ母藻採

集、スポアバッグ製作 

「いくさ水」周辺エリアからテングサ類を母藻とし

て採集し、スポアバッグの制作を行った。 

令和 6 年 5 月 16 日 潜水作業によりスポアバ

ッグ設置 

「前の浜」の藻場再生エリアに潜水作業にてスポア

バッグを設置した。 

令和 6年 11月 28日 潜水作業によりウニ駆除 「いくさ水」で、ムラサキウニ 97 個体、ツマジロ

ナガウニ 25 個体、ガンガゼ 78 個体を駆除した。 

令和 7 年 2 月 2 日 藻場再生状況把握潜水調

査 

「いくさ水」、「前の浜」でテングサ類の着生状況

調査を行った。 

 

 2.2  里海教育・エコツアー 

  2.2.1 目的 

  海離れが進みつつある若年層に海への興味関心を持って貰い、海との関わりを自分ごと化し

てもらうことにつなげ、あわせて里海教育により森川里海のつながりが実感できる教育を目指

す。 

 

  2.2.2 実施状況 

 （1）里海教育 

森川海のつながりを学ぶため、地元大月小学校 6年生を対象に「海の中の森づくり」授業を行

った。山の学習では人工林に必要な山の手入れと、土の中の栄養分を作り出す土壌動物の観察

を行った。間伐の結果廃棄される枝葉を利用した、アオリイカの人工産卵床づくりとダイバー

や漁業者といっしょに行う設置作業。産卵床に無産み付けられた卵の観察と飼育。生まれた稚

イカをシュノーケリング体験の際に海へ放流するところまでを行った。2 月末には振り返りの

事後学習とアオリイカの解剖実習を行う予定。山形県鶴岡市立大山小学校の児童にも出前授業

を行い、大山小学校にもアオリイカの卵を持って行き孵化まで飼育観察を行った。大月小学校

と大山小学校の児童は今回の出前授業の縁で、オンライン交流会が実現した（図 2-1、図 2-2、
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図 2-3、図 2-4、図 2-5、図2-6、図 2-7、図 2-8、図 2-9、図 2-1、図2-11、図 2-12、図 2-13）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 産卵床を漁師やダイバーと

海に投入 

図 2-7 子ども達を船に乗せて産卵床設

置（NHK高知 こうちいちばんより） 

図 2-8 メッセージカードの付いた

産卵床に産み付けられたイカの卵 

図 2-1 山の学習 

（放置林の林床観察） 

図 2-2 山の学習 

（間伐林の林床観察） 

図 2-3 山の学習  

（NHK 高知 こうちいちばんより） 

図 2-4 土壌動物の観察 

（NHK 高知 こうちいちばんより） 

図 2-5 間伐材の枝葉でアオリイカ

の人工産卵床づくり 
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（2）エコツアー 

座学だけでなくフィールドワークを通じて五感を使った体験・実感するためのツアーを開催した。

ツアーでは楽しく遊び学ぶために必要な、水辺の安全管理やセルフレスキューをまず最初に行う。 

通常のエコツアーだと価格的にも地元の子どもたちは参加しにくいため、地元の子どもたちにも

地元の海の素晴らしさを実感してもらうため、無償で開催しているのが海の寺子屋である。子ども

図 2-10 大月小学校の玄関に設置した

水槽でアオリイカの卵の飼育 

図 2-12 海の出前授業 宿毛高校 

柏島の浜から持って行った微小貝の観察 

図 2-9 大月小学校の玄関に設置した水

槽でアオリイカの卵の飼育 

図 2-11 孵化して餌のアミ類を補足す

る稚イカ 

図 2-12 鶴岡市立大山小学校での海の

出前授業 

図 2-13 大山小学校にもアオリイカの卵

をお届け 大山小の児童も産卵床に取り

付けるメッセージプレートを送ってくれ

ました 
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サマースクールを 8 月に 1 回（3 泊 4 日）実施した。地元小学生を対象にした海の寺子屋を 8 月に

１回開催した（図 2-14、図 2-15、図 2-16、図 2-17、図 2-18、図 2-19、図 2-20、図 2-21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-14 子どもサマースクール 

船釣り体験 

図 2-15 子どもサマースクール 

海に浮かぶ絨毯で休憩中 

図 2-16 イトヨリ GET! 

 

図 2-17 四万十川での川

エビ採り その場で素揚

 

 

図 2-18 出来たてをお昼

ご飯に 

 

図 2-21 海の寺子屋 

シュノーケリング体験 

 

図 2-19 海の寺子屋 

セルフレスキューの練習 

 

図 2-20 海の寺子屋 

ペットボトル救助法練習 
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表 2 エコツアー・プログラム一覧 

・お魚博士と行く柏島子どもサマースクール（3 泊 4 日） 

2024 年 7 月 31 日〜8月 3 日実施 

開催場所：高知県幡多郡大月町柏島周辺海域および四万十川支流黒尊川 

対象：小学 3 年生〜高校 3 年生まで 

定員：15 名程度 

内容：柏島の海の環境レクチャー、クリアカヌー、ボートシュノーケリング、クル

ージングで湾内の養殖施設見学や海岸漂着ゴミの観察、イルカウォッチング、船釣

り＆釣った魚を捌く、ビーチコーミング、マイクロプラスチックワークショップ、

海ごみレクチャー、ナイトサファリ（夜の海の生き物観察）、郷土料理ランチ、と

ころてんづくり体験、四万十川で川遊び、ビーチクラフト、BBQ など 

・海の寺子屋 in 柏島「海辺の安全講習とシュノーケリング体験」 

開催場所：高知県幡多郡大月町柏島周辺海域 

対象：地元宿毛市・大月町在住小中学生、保護者 

定員：20 名程度 

内容：セルフレスキュー等の安全講習をしたのち、SUP、シュノーケリング体験 

 

  2.2.3 結果 

今年度は地元大月小学校の他、高知市立五台山小学校、高知県黒潮町立上川口小学校、高知

県立高知国際中学校、高知県立宿毛高校、山形県鶴岡市立大山小学校、温海小学校で海の出前

授業を行った。その他県内外で 5 回講演を行った。 

柏島の海の魅力を体験・実感してもらうための子どもサマースクールを 8 月に 1 回（3 泊 4 日）実

施した。また地元小学生を対象に海の寺子屋を 8月に１回開催した。 

 

 2.3 里海カンファレンス 

  2.3.1 目的 

『第 4 回里海カンファレンス 2024in 大月』は、「高知のはしっこ柏島 〜海を耕しくらしを

守る小さな島の大きな挑戦〜」をテーマに開催する。 

2000 年に大月町柏島で開催した「さとうみシンポジウム」から 24 年、「里海」というモノの

考え方は日本の「里海」から世界の「SATOUMI 」へと浸透しつつある。日本国内においても、

藻場や干潟、サンゴの 保全・再生、地域資源を利活用した里海づくりを行う地域が増えてい

る。 

  本カンファレンスは、太平洋と豊後水道に面し、その数 1.150 種を超える日本一の魚類相を

誇り、藻場再生等による海洋環境保全や里海教育を行っている高知県幡多郡大月町にて開催し、

「自立・自走を目指す里海づくり」、「里海教育・人材育成」そして、昨今の大型台風、地震等

の自然災害に対するリスクマネジメントが不可欠なことから「里海と災害リスクマネジメント」

の 3 セッションを行う。 

里海づくりに取り組む上での疑問や課題について意見交換や情報共有を行い、今後の里海づ

くりのさらなる進展を目指すことを目的とする（図 3-1）。 

  2.3.2 実施状況 

  開催日：令和 6 年 11月 16 日：発表、パネルディスカッション 
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令和 6 年 11月 16 日：エクスカーション（柏島） 

  会場：大月町農村環境改善センター 

  対象者：全国の里海関係者、一般 100名 

  参加費：無料、エクスカーション（希望者のみ）は 8,000 円 

  主催：（特非）黒潮実感センター、（特非）里海づくり研究会議、（公財）国際エメックス 

センター 

後援：環境省中国四国地方環境事務所四国事務所、大月町、瀬戸内海環境保全知事・市長会

議、NHK高知放送局、RKC高知放送局、KUTVテレビ高知、KSSさんさんテレビ、高知新聞、朝

日新聞、読売新聞 

 

  2.3.3 結果 

里海カンファレンス 2024in 大月は、11月 16 日に大月町農村生活改善センターにおいて、1. 

自立・自走を目指す里海づくり、2. 里海教育・人材育成、3. 里海と災害リスクマネジメン

トの 3 セッションを行った。里海教育・人材育成では地元大月小学校 6 年生児童が発表した。 

本カンファレンスには、東は宮城県から西は福岡県までの 130 名が参加した（図 3-2、図 3-

3、図 3-4、図 3-5、図 3-6、図 3-7、図 3-8、図 3-9、図 3-10、図 3-11）。 

11 月 17 日は柏島においてシュノーケリングとクリアカヌーのエクスカーションを行い、17 名

が参加した。昼食は柏島の郷土料理であるこうし飯、ブリうどん、つき上げを提供した。 

この模様は 11 月 18 日の高知新聞（図 3-12）、読売新聞（図 3-13）と NHK 高知放送局こうちい

ちばん（ニュース）で紹介された。 
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 図 3-1 第 4回里海カンファレンス 2024in大月 チラシ 
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図 3-2 自立・自走を目指す里海づくり 
パネルディスカッション 

図 3-3 里海教育・人材育成 
大月小学校児童の発表 

図 3-5 参加者 図 3-4 里海教育・人材育成 

パネルディスカッション 

図 3-6 里海と災害リスクマネジメント 

パネルディスカッション 

図 3-7 関係者記念写真 

図 3-9 シュノーケング 図 3-8 エクスカーション 船で移動 
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図 3-11 郷土料理ランチ 図 3-10 クリアカヌー 

図 3-12 11 月 18日高知新聞掲載記事 
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3. 今後の課題、取組方針 

3.1 藻場再生について 

今年度行った藻場再生の取り組みにおいて、特に前の浜での磯洗いとセットで行ったスポ

アバッグによる播種では、昨年度までの取り組みと異なり初めてテングサ類の芽生えが確認

されたことで藻場再生に有効である可能性が示唆されたことが大きな成果であった。ただ、

昨年度は事業開始時期が 8 月と遅かったため、母藻による播種の適正な時期ではなかったこ

とも考えられる。来年度以降、前の浜への播種時期を 5-6 月の胞子放出のタイミングに合わ

せることと同時に、既に岩をおおっている他の藻類をワイヤーブラシでこそげ落とし裸地を

作り、効果的にテングサの胞子が付着しやすい環境を整える「磯洗い」を行い、テングサ藻

場の再生を目指していきたい。 

藻場再生の一環として、現在柏島港内の南側の浮桟橋にのみ生息しているアントクメの増

殖を試みるため、アントクメのスポアバッグも作成し､港内の岸壁周辺に投入する。アント

クメは湯がくとワカメよりも歯ごたえがあり美味なため、柏島の新たな特産品になる可能性

がある。 

 竜が浜に元あったホンダワラ科の温帯種イソモクは環境の変化等で現在はなくなっており、

ガラモ場がなくなって久しいが、港内の別の場所にはヒイラギモクやマジリモク等の南方系

ホンダワラ類が繁茂しているところがあり、その移植も検討する。地球温暖化に伴う海水温

の上昇など海洋環境が大きく変化している今、これまでの温帯種の再生は難しく、暖かい水
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温に適した南方系ホンダワラ類の分布拡大に向けて順応的対応も検討したい。 

 

3.2 里海を維持していくために 

昨今、全国的に若年層の海離れが深刻化しており、海への興味関心が薄れていると言われ

ている。近年地球規模での気候変動に伴う海水温の上昇や、災害の脅威、海洋酸性化、海洋

プラスチックごみなど海にまつわる様々な課題が山積している。そうした課題に関する海洋

教育ももちろん重要ではあるが、まずは海や海の生き物に興味を持って貰い、好きになって

もらう事からはじめる必要がある。11 月 16 日に開催した里海カンファレンスでも議論され

た、海洋教育・里海教育のさらなる推進が喫緊の課題である。次年度以降も引き続き即効性

はないが森に苗木を植えるように、教育の力で少しずつ着実に次の世代を育てバトンを渡す

活動に注力する。 

持続可能な里海づくりのための活動拠点としての、黒潮実感センターを持続的に運営でき

る活動費をいかに捻出するか、助成金や補助金にできるだけ頼らず自主収益事業の割合を拡

げながら、様々なネットワークや行政、企業とも連携して活動が維持できる体制をつくって

いきたい。 

 

4. 総括（まとめ）  

今年度は当初 400 万円の事業規模での活動を考え計画を立てていたが、急遽 100 万円に減額

された。しかし、なんとか活動の成果を上げるためにかなりの持ち出しをせざるを得なかった。

藻場再生では昨年度までの活動でテングサ藻場の再生が海水温の上昇が妨げとなっているのか、

台風による波浪の影響でテングサ藻場全体が岩から剥ぎ取られ流出してしまい、その後胞子が

入ってくる条件が整わなかったことでテングサ藻場が消失したのかが不明であった。今回の試

験で必ずしも温度条件だけではないことが少し判明し、希望が見えてきたことが非常にうれし

かった。 

私たちはテングサを里海のシンボル的な存在と位置づけている。テングサは定期的に人手が

入り摘み採られることで伸長が促されると同時に、伸びすぎると台風等の大波により根こそぎ

剥ぎ取られ、その地からなくなると他地域から胞子が運ばれてきにくくなかなか復活してこな

い。引き続き今年度の方法を持続させつつ、経過を見守っていきたい。テングサ藻場を再生

し、漁業者による採藻漁を復活させ、柏島特産のところてん産業の火を消さない。それこそが

里海の復活にもなる。 

今後は地域住民だけでなくもっと多くの人にも関心を持って貰い、里海を自分ごととしても

らい共に活動をしていけるよう、ネットワーク構築や関係人口の拡大に努めていきたい。 

 

    

 

 

 

 


